
日本語教育における
Can-do Statementsの活用を考える

入江 友理

（とよた日本語学習支援システム）

ー「生活者としての外国人」に対する
活用事例からー

場所：愛知県中央
人口：426,277人（5/1現在）
うち外国人17,978人

①ブラジル 6,609人
②中国 2,760人
③ベトナム 1,918人
④フィリピン 1,914人
⑤韓国・朝鮮 1,201人

豊田市の概要



「とよた日本語学習支援システム」とは

豊田市が名古屋大学に委託

→現在は豊田市と名古屋大学が共働で運営

対象：豊田市在住・在勤の外国人住民

目的：日常生活を営むために最低限必要

な日本語能力を身につけられる

よう支援すること

「とよたシステム」構築の経緯

H19年：豊田市多文化共生推進協議会に
日本語学習支援専門部会を設置し
予備調査を実施

→豊田市内に在住する外国人住民の日本語使用
と学習環境はどのようになっているのか？
受け入れ側が感じる現状と期待
外国人住民の実際と希望

名古屋大学留学生センター（2007）『外国籍住民の
日本語学習における実態等予備調査委託調査報告書』



『予備調査』の概要

調査対象者

受け入れ側への調査項目
• 外国人の日本語能力の現状についての認識、外国人の日本
語能力についての希望・期待、日本語能力判定に関する期
待と利用方法、など

外国人住民側への調査項目
• 日本語学習実態、日本語学習に対するニーズ、日本語使用
状況の実態、日本語能力に対する認識、など

アンケート調査 対面調査

受け入れ側（日本人） 87名 20名

外国人住民 247名 38名

CDSを活用したチェックリストで調査

調査結果に基づく方針

外国人住民の日本語能力の底上げを目指す
日本語がほとんどできない外国人住民を対象
者とした教室の開設・運営
教室受入れ対象者を選別するためのプレース
メントテストの開発

外国人住民の日本語能力を判断するための
「ものさし」の作成とその普及
一般の日本人にもわかりやすい「ものさし」
豊田市内の地域住民を巻き込んだ普及の方法



とよたシステムの概要

教室
日本語

能力判定

eラーニング 人材育成

判定テスター

日本語能力判定を行
う

プログラム・

コーディネーター

教室内で教師役・
ファシリテーター役
を務める

日本語パートナー

地域、企業のボラン
ティア

システム・

コーディネーター

全体の統括を行う

トレーナー

PC、テスターの養成
を行う

とよた
日本語能力
レベル

日本語の専門家
だけでなく

豊田市民が関わる

とよた日本語能力レベル

レベル 段階 内容

６ 熟達段階 より抽象的な議論が日本語を用いてできる

５ 深化段階 効果的なコミュニケーションが日本語を用いてできる

４ 拡大段階
より多くの領域で日本語を用いてコミュニケーションがで
きる

３ 自立段階
自立して自分の身の周りの社会参加が日本語を用いてでき
る

２ 要支援段階
周囲の支援に基づいて、自分の身の周りの社会参加が日本
語で行える

１ 基礎段階 限られた単語を理解したり、話す・書くことができる

０ 未学習段階 日本語を話したり聞いたりすることがほとんどできない



とよた日本語能力レベルと
行動記述

レベル 段階 内容 聞く 話す 読む 書く

４
拡大
段階

より多くの領域で日

本語を用いてコミュ

ニケーションができ

る。

あまり接する機会の多くない車

内放送や病院などのアナウンス

を聞いて、必要な行動が取れる。

仕事や個人的な話題に関して説

明を聞いて理解できる。

自分の経験やできごとなど、ま

とまった話ができる。また相手

に対し説明を求めたり、質問す

ることができる。あまり接する

機会の多くない場面でも対応で

きる。

自分で辞書を調べてあまり接す

る機会のない文や文章が理解で

きる。

自分で辞書を調べてあまり書い

た経験のない文や文章（問い合

わせメールなど）が書ける。

３
自立
段階

自立して自分の身の

周りの社会参加が日

本語を用いてできる。

職場や家庭など慣れた場所で質

問や指示がわかる。

質問に文で答えることができる。

わからないとき、説明を求める

ことができきる。家族について

説明したり、人と会う約束をし

たり、簡単な感想を述べること

ができる。

自分で辞書を調べて日常生活で

接する機会の多い文や文章（回

覧板など）が理解できる。

自分で辞書を調べて日常生活で

必要度が高い文や文章（履歴書

の志望の動機など）が書ける。

２
要支援
段階

周囲の支援に基づい

て、自分の身の周り

の社会参加が日本語

で行える。

簡単な日本語で話してもらえば、

質問や単純な指示がわかる。

簡単な質問なら単語で答えるこ

とができる。わからないと聞き

返したり、ゆっくり話すよう依

頼することができる。場所を聞

くなど簡単な質問ができる。

外国人にとってもわかりやすく

書かれていれば日常生活で接す

る機会の多い語や文の意味が理

解できる。

五十音図や辞書を調べたり、人

に助けてもらいながら日常生活

で必要度が高い手紙などの短い

メッセージが書ける。

１
基礎
段階

限られた単語を理解

したり、話す・書く

ことができる。

「名前は？」のような簡単な質

問がわかる。はっきりゆっくり

言ってもらえば、自分のよく聞

き慣れたものの名前や地名など

が聞いてわかる。ものの値段や

曜日、日付、時刻などが聞いて

わかる。

日常生活で必要度が高く、接す

る機会の多い語であれば出身や

居住地域、電話番号、時間、値

段など基本的なことが単語で言

える。

ひらがな、カタカナ、漢字で書

かれた自分の名前、国名など日

常生活で必要度が高く、接する

機会の多い語であれば理解でき

る。

名前、国名、住所、所属など使

用頻度や必要度の高い語をひら

がな・カタカナ・漢字のいずれ

かで書ける。

０
未学習
段階

日本語を話したり聞

いたりすることがほ

とんどできない。

あいさつや自分の名前を呼びか

けられていることがわかる。

あいさつができる。名前が言え

る。

とよた日本語能力レベルと
行動記述

レベル 段階 内容 聞く 話す 読む 書く

２
要支援
段階

周囲の支
援に基づ
いて、自
分の身の
周りの社
会参加が
日本語で
行える。

簡単な日本語
で話してもら
えば、質問や
単純な指示が
わかる。

簡単な質問な
ら単語で答え
ることができ
る。わからな
いと聞き返し
たり、ゆっく
り話すよう依
頼することが
できる。場所
を聞くなど簡
単な質問がで
きる。

外国人にとっ
てもわかりや
すく書かれて
いれば日常生
活で接する機
会の多い語や
文の意味が理
解できる。

五十音図や辞
書を調べたり、
人に助けても
らいながら日
常生活で必要
度が高い手紙
な ど の 短 い
メッセージが
書ける。



日本語能力判定でのCDS活用

どのような目的で行っているか
自己評価によって自分自身の日本語使用場面
や日本語能力を振り返る

判定結果から「とよた日本語能力レベル」に
照らして現在の自分の日本語能力を知る

どのように活用しているか
対象者判定の自己評価：４技能３０項目

レベル判定の自己評価：４技能８０項目

判定結果の提示

日本語能力判定でのCDS活用

対象者判定の自己評価チェックリスト



日本語能力判定でのCDS活用

対象者判定の自己評価チェックリスト

＜他のCDSの例＞

話す：会う約束をするとき、自分の都合の

いい場所と時間を伝えることができます。

読む：工場や団地内の「注意」「立入禁止」

など漢字の意味がわかります。

書く：自分の住所がひらがなやカタカナ、

または漢字で書けます。

日本語能力判定でのCDS活用

レベル判定の日本語能力セルフチェック



日本語能力判定でのCDS活用

レベル判定の日本語能力セルフチェック

＜他のCDSの例＞

聞く：ポイントカードを持っているかなど、

レジの店員からのよくある質問が理解

できます。

読む：郵便局や宅配便などの不在連絡票が

読んで理解できます。

日本語能力判定でのCDS活用

対象者判定やレベ
ル判定の結果の提
示

「とよた日本語能力レベル
と行動記述」のうち、
対象者判定は０～２レベル
の表、
レベル判定は０～４レベル
の表を記載



教室でのCDS活用

どのように活用しているか

学習者

日本語パートナー
（日本語学習支援者）

プログラム・コーディネーター（PC）
（日本語教師【初任・「生活者としての外国人」】）

教室でのCDS活用

どのように活用しているか
PCが、判定試験では測れない言語能力を把握
するために、学習者の自己評価を確認する

活動目標として学習者と日本語パートナーに
CDSの形で提示する

自己評価をコース後の振り返りのときに使用



eラーニングでのCDS活用

どのように活用しているか
「とよた日本語能力レベルと行動記述」や自己評
価のCDSで想定する場面で教材を作成

人材育成でのCDS活用

どのような目的で行っているか
とよたシステムの能力観を共有する

学習者が目指すべきレベルを意識化する

どのように活用しているか
トレーニング時にとよたの

能力観について説明し共有

→専門家でない人も関わる

とよたシステムでは重要



対外的説明でのCDS活用

どのように活
用しているか
市役所職員や
企業の担当者
にとよたシス
テムの能力観
や目指すレベ
ルを説明する

CDS活用の成果

テストや教室では現れにくい言語能力を把
握できる
テストや教室活動では限られた言語行動しか
対象にできないが、CDSならより多くの言語
行動を対象にできる

能力観を共有しやすい
CDSは非常にわかりやすいので、日本語教育
の専門家でない人がPCやテスターになるとき
に、能力観を共有しやすく、ブレにくい
市役所職員や企業の方々にも伝わりやすい



CDS活用の効果
学習者にとって
自己評価チェックリストとして使うことで、テストで測れ
ない言語行動を測定できる
自己評価チェックリストとして使うことで、学習目標を立
てられる

システムに関わるものにとって
システム全体の指標として使うことで、教室活動やテスト
等のよりどころとなる
個々人の基準のブレを最小限にできる

非専門家（行政・企業）にとって
基準を理解しやすく、能力観を共有しやすい

N４？４級？
何ができるの？

今後の課題

豊田市でもっと使っていくために
「とよた日本語能力レベル」のさらなる普及
とよたシステムに直接関わっていなくても…

さまざまな背景の生活者に対応した能力記述
や自己評価のチェックリスト
今はさまざまな背景の人を想定して、１つの能力記述
になっているので、分けたほうがいいかもしれない

この人は「要支援レベル」か…。
少し助けてあげれば会話ができるかな？



今後の課題

どのようなCDSを作り、利用するか

CDSって行動で示せるものしか作れない！

知っている漢字や文法の量がわからない…。

知識の量は

知る必要がある？

行動ではダメ？

何のためにCDSで

記述する？


